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長い梅雨がようやくと終わり，真夏の季節がやって
きました。皆さま，厳しい暑さのなか，研究に診療に
励まれていることと思います。

さて，今月の特集を既に読まれましたでしょうか。
感染性眼疾患に対する外科的治療です。
最新の情報と正しい知識の確認にとても役にたつ感
染症対策の決定版と思います。眼内炎は忘れた頃に
やってきます。長くに術後眼内炎を経験していない時
期が続くと，つい油断をしてしまうものです。私の施
設でも，先月白内障術後眼内炎を経験しました。幸い
患者さんの術後経過に大きな問題は生じなかったもの
の，しばらく術後眼内炎の発症がなかったものですか
ら，スタッフは動揺とともに冷静な対応を忘れてしま
いました。そして，院内の感染対策室の管理下に置か
れ，しばらく周術期の厳しいモニタリングが行われま
した。この経験を経て，いかに感染症をなくすかにつ
いて真剣な議論が交わされ，より安全な手術治療へと
改善したと考えています。最終的に手術の安全に対す
る意識の維持や向上が眼内炎の予防にいかに大切であ

るかを身をもって理解しました。また，特集でも，筆
者らが触れていますように感染症に対する正確な知識
と同様に，日頃の術野の清潔に対する意識の持ちよう
が術後眼内炎の予防に重要であることがうかがわれま
す。また，適切な診断と迅速な治療の開始がいかに重
要であるかも本特集より学ぶことができます。

この時期，比較的長い夏季休暇を取られる先生も多
いかと思います。大学病院でも働き方改革により年間
に必ず一定の休暇を取ることが今年から義務付けられ
ています。いままで，忙しく休暇を返上で仕事に勤し
んでいた先生も，比較的多くおられると思いますが，
この法律の施行により今年からは休まないと罰則にな
ります。ですので，休みを取る努力をしている先生方
も多いと思います。従来型の日本人が苦手とする分野
ですね。休みが美徳の時代です。読者の皆様には大い
に夏休みをエンジョイして欲しいと思います。できれ
ば，休暇移動の車中のお暇なときに今月号の『眼科』
を御一読ください。
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